


編集にあたって 

 

 厚生労働省「令和元年版自殺対策白書」によると、我が国の自殺者数は近年全体として

減少しているものの、依然として年間２万人を超えており、未だ深刻な状況が続いており

ます。 
中でも、若年層の自殺についてみると、日本における１０～３９歳の死因の１位は自殺

となっており、国際的にも、１５～３４歳の死因順位の１位が自殺となっているのはＧ７

（フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、日本、イタリア、カナダ）の中でも日本のみ

です。 
また、厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」（令和２年８月）によると、今年８

月の小学生から高校生までの自殺者数は、全国で５９人と前年の２８人から倍増し、自ら

命を絶つ児童生徒が増えている状況です。 
本年の自殺者数増加の背景として、いのちを支える自殺対策推進センターの「コロナ禍

における自殺の動向に関する分析（緊急レポート）」（令和２年１０月２１日）において

は、「若手有名俳優の自殺報道が大きく影響している可能性が高い」、「コロナ禍で多くの

児童生徒が様々な問題を抱え込んでいる可能性があるとみられる」などと指摘されてい

ます。 
このような中、学校においては、すべての児童生徒が自らのかけがえのない生命を大切

にするとともに、他の存在を尊び、夢や希望を抱き共に生きていくことができる力と心を

育むことが大切です。 
本資料は、福岡県命の教育推進資料「いのちのかたち（活用事例集）」（平成２１年４月）

に、発問や板書、学習プリント、学習指導のPoint を掲載し、発達段階に応じた４つの授

業づくり例を示しながら再構成しました。 
「生命」は身近にあるようで、その存在を確かめることは難しいものです。「生きてい

ること」は当たり前すぎて、その素晴らしさを感じることもまた、難しいものです。 
 だからこそ、道徳科の授業を通して、今一度、先生方と児童生徒が一緒に考え、自他の

生命の存在を確かめ、その素晴らしさを感じながら生命の尊さについての自覚を深めて

いくことが大切です。 

「心のノート（中学校版）」（文部科学省）には、次のような言葉が掲載されています。 
『生の歓びは大きいけれど、自覚ある生の歓びはさらに大きい。』 
本資料を手に取られた先生方と児童生徒が一緒に考える授業によって、自覚ある生の

歓びがさらに大きくなることを心から願っています。 
 

                                  
令和２年１２月 



目 次 

「Ｄ 生命の尊さ」の内容項目について・・・・・・・・・・・１  

 

授業づくり例①【中学校】 

道徳科学習指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

読み物教材「へその緒」・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

授業づくり例②【小学校（高学年）】  

道徳科学習指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

読み物教材「生きていることが『幸せ』」・・・・・・・・１０ 

 

授業づくり例③【小学校（中学年）】 

道徳科学習指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

読み物教材「ありがとうのたん生日」・・・・・・・・・・１４ 

 

授業づくり例④【小学校（低学年）】 

 道徳科学習指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

読み物教材「インコが しんだ」・・・・・・・・・・・・１８ 



目 次 

「Ｄ 生命の尊さ」の内容項目について・・・・・・・・・・・１  

 

授業づくり例①【中学校】 

道徳科学習指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

読み物教材「へその緒」・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

授業づくり例②【小学校（高学年）】  

道徳科学習指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

読み物教材「生きていることが『幸せ』」・・・・・・・・１０ 

 

授業づくり例③【小学校（中学年）】 

道徳科学習指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

読み物教材「ありがとうのたん生日」・・・・・・・・・・１４ 

 

授業づくり例④【小学校（低学年）】 

 道徳科学習指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

読み物教材「インコが しんだ」・・・・・・・・・・・・１８ 

「Ｄ 生命の尊さ」の内容項目について 

（小学校及び中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編より一部抜粋） 

 
生命を尊ぶことは、かけがえのない生命をいとおしみ、自らもまた多くの生命によって生

かされていることに素直に応えようとする心の現れと言える。ここで言う生命は、連続性や

有限性を有する生物的・身体的生命に限ることではなく、その関係性や精神性においての社

会的・文化的生命、さらには人間の力を超えた畏敬されるべき生命として捉えている。そう

した生命のもつ侵し難い尊さが認識されることにより、生命はかけがえのない大切なもの

であって、決して軽々しく扱われてはならないとする態度が育まれるのである。 
 
【中学校】 
指導に当たっては、まず、人間の生命のみならず身近な動植物をはじめ生きとし生けるも

のの生命の尊さに気付かせ、生命あるものは互いに支え合って生き、生かされていることに

感謝の念をもつよう指導することが重要な課題となる。例えば、それぞれの生命体が唯一無

二の存在であること、しかもそれらは全て生きているということにおいて共通であるとい

うこと、自分が今ここにいることの不思議（偶然性）、生命にいつか終わりがあること、そ

の消滅は不可逆的で取り返しがつかないこと（有限性）、生命はずっとつながっているとと

もに関わり合っていること（連続性）、生命体の組織や生命維持の仕組みの不思議などを手

掛かりに改めて考えさせることができる。そうした学習を通して、自らの生命の大切さを深

く自覚させるとともに、他の生命を尊重する態度を身に付けさせることが大切である。 
 
【小学校高学年】 
指導に当たっては、家族や仲間とのつながりの中で共に生きることのすばらしさ、生命の

誕生から死に至るまでの過程、人間の誕生の喜びや死の重さ、限りある生命を懸命に生きる

ことの尊さ、生きることの意義を追い求める高尚さ、生命を救い守り抜こうとする人間の姿

の尊さなど、様々な側面から生命のかけがえのなさを自覚し生命を尊重する心情や態度を

育むことができるようにすることが求められる。 
 
【小学校中学年】 
指導に当たっては、生命は唯一無二であることや、自分一人のものではなく多くの人々の

支えによって守り、育まれている尊いものであることについて考えたり、与えられた生命を

一生懸命に生きることのすばらしさについて考えたりすることが大切である。あわせて、自

分と同様に生命あるもの全てを尊いものとして大切にしようとする心情や態度を育てるこ

とが求められる。 
 
【小学校低学年】 
指導に当たっては、当たり前のことで見過ごしがちな「生きている証（あかし）」を実感

させたい。また、自分の誕生を心待ちにしていた家族の思いや、自分の生命に対して愛情を

もって育んできた家族の思いに気付くなど、自分の生命そのもののかけがえのなさに気付

けるようにすることが大切である。そのことを喜び、すばらしいことと感じることによっ

て、生命の大切さを自覚できるようにすることが求められる。 
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道徳科学習指導案（対象：中学生） 
（生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生命を尊重すること。） 

１ 主題名 つながる生命を輝かせる（Ｄ 生命の尊さ）  教材名「へその緒」 
２ ねらい 自分に与えられた生命は、つながりの中で存在し、精一杯輝かせることが大切であること

に気付き、生命を輝かせながら生活しようとする心情を育てる。 
３ 学習過程 

生徒の学習活動・予想される発言と教師の発問 教師の支援（目的＋方法） 
１ 本時学習の方向性をつかむ。 
 
 
 
 
 
   続く道        芽生え      山登り・荒波 

 
 

 
２ 教材をもとに生きる意味について明らかにする。 
（１）生きる希望がもてない弱さを明らかにする。 

 
 
 ・生きる希望が持てず生命を粗末にしている。 
 ・生きる辛さから逃げたい気持ちはわかる。 

（２）つながる生命の大切さを明らかにする。 
 

 

  ・この生命は母が命がけで生んでくれた命。 
・私の命は思いがつながっている命。 

（３）生きることの尊さを明らかにする。 
 
 
・自分が生きることがみんなの幸せになること。 
・与えられた生命を精一杯輝かせること。 
 
 

３ これからの生き方について考える。 
 
 

 
 
 

つながり      守られながら      引き継ぐ 

・自分の生命も親とつながり守られている生命だから、 
楽しく頑張っている姿を大切にしていきたい。 

○「生きる」ことについての問いをも

たせるために、表現したイメージを

分類してイメージの違いを整理し

ながら板書し、問題意識をもたせる

発問をする。 
 
 
 
 
 
 
 
○現実の辛さから生命を粗末にして

しまう人間の弱さを明らかにする

ために、第三者の視点から考える発

問をする。 
 
○生命の尊さを明らかにするために、

「この子の命は私の命でもあるの

です」を板書し、言葉の意味を問う

発問をする。 
 
○生きることの尊さを明らかにする

ために、人間としてどう生きること

が生命を大切にしていくことにな

るかを発問する。 
 
 
 
○自分が考えた「生きる」イメージを

確かにし、これからの生き方につな

ぐために、板書の導入でのイメージ

を示し、終末でのイメージと比較し

ながら学びを整理する。 

【自分を振り返る視点】（例）生命のつながりの中で精一杯生きている自分。 
（例）守られながら生かされている自分。（例）生きて生命を未来に引き継ぐ自分。 

「生きる」というのはどんなイメージですか。 

画用紙に描きましょう。 

 

「生きる」イメージは様々ですが、人間として生きる上

でどんなイメージをもつことが大切なのでしょうか。 

点滴を拒否する明子を、あなたはどう思いますか。 

（誰もがもつ人間の弱さを俯瞰的に考えさせる発問） 

母親の言葉を聞いた明子は、自分の生命をどのように

考えたでしょう。【中心発問】→書く活動→発表 

つながる命を大切にするとは、人間としてどう生きる

ことなのでしょう。【深める補助発問】→対話活動 

改めて「生きる」というイメージを画用紙に描き、自

分を振り返ってみましょう。 

Point１ 

Point２ 

Point３ 

【問い】（例）生きる自分とはどんな自分なのだろう。（例）生きるってどういうこと。 
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道徳科学習指導案（対象：中学生） 
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４ 準備 画用紙、クレヨン 
５ 板書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 学習プリント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 学習指導の Point 

（１）気付かせたいこと（ねらい）を明確にする。 

   気付かせたいことは、自分に与えられた生命は、①つながりの中で存在し、②精一杯輝かせるこ

とが大切であるということです。①つながりの中で存在していることは中心発問から、②精一杯輝

かせることの大切さは深める補助発問から生徒が具体的に気付いていけるようにします。 

 
（２）最も考えさせたいことについて対話する活動を重視し時間を確保する。 

   最も考えさせたいことは、「つながる命を大切にするとは、人間としてどう生きることなのか。」

です。【中心発問】→書く活動→発表→【深める補助発問】→対話活動の流れを大切にします。 
 
（３）見えない「生命（生きる）」のイメージを表現し言語化できるように支援する。 

   「生命（生きる）」は、観念的で目に見えるものではありません。そこで、どのような「生命観

（生きるイメージ）」をもっているのか、学んだのかを表現し言語化する活動を支援します。 

①
中
心
発
問
に
対
す
る
考
え
を
書
き
ま
す
。 

②
考
え
を
発
表
し
ま
す
。 

③
深
め
る
補
助
発
問
を
も
と
に
交
流
し
ま
す
。 

①
イ
メ
ー
ジ
を
画
用
紙
に
描
き
ま
す
。 

②
こ
れ
ま
で
の
自
分
に
つ
い
て
書
き
ま
す
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③
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。 

Point１ 

Point２ 

Point３ 
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へへ  そそ  のの  緒緒  

 
明 子 は 、 そ の 日 の 放 課 後 、 図 書 室 か ら 帰 っ て き て 教 室 に 入 ろ う と し た 時 、 た

け し と 陽 子 そ れ に 牧 子 と 良 子 と 思 わ れ る 四 人 の 話 し 声 を 聞 い た 。 四 人 は 昼 休 み

に 練 習 し た 合 唱 コ ン ク ー ル に つ い て の 話 を し て い る よ う だ っ た 。 

 「 そ れ に し て も 、 明 子 、 ま っ た く 声 出 し て な い と 思 わ な い 。 」 

「 そ う だ よ 、 い つ も 口 開 け て 歌 っ て い る ふ り だ け し て さ 。 」 

「 あ い つ 、 い な く て も い い よ な 。 」 

  明 子 は 頭 に 血 が 上 っ て く る の を 感 じ た 。 そ し て 、 我 慢 で き ず 、 い き な り ガ ラ

ッ と 扉 を 開 け て 、 教 室 へ 入 っ た 。 

「 あ ！ 明 子 。 」 

驚 い た よ う な 、 そ れ で い て 何 も な か っ た よ う な ４ 人 の 顔 を 見 た 瞬 間 、 明 子 は 、

怒 り が 悲 し み に 変 わ る の を 感 じ た 。 明 子 は 次 の 言 葉 を 聞 か な い よ う に 、 急 い で

帰 り 支 度 を し 、 逃 げ る よ う に し て 教 室 を 出 た 。 「 あ い つ 、 い な く て も い い よ な 」

明 子 の 耳 に は 、 さ っ き の 四 人 の 声 が こ だ ま の よ う に 繰 り 返 さ れ た 。 

  明 子 が 二 階 の 踊 り 場 ま で 走 っ て き た そ の 瞬 間 、 明 子 は バ ラ ン ス を 失 い 、 の け

ぞ る よ う な 格 好 で 階 段 を 転 げ 落 ち て 行 っ た 。 

  す ぐ 後 を 追 い か け て 来 た 弘 美 の 「 キ ャ ー 」 と い う 甲 高 い 声 が 響 い た 。 

  明 子 は 救 急 車 の サ イ レ ン の 音 が 近 づ い て く る の を 感 じ て い た 。 

  「 明 子 、 し っ か り し て 、 大 丈 夫 ？ 」 と い う 弘 美 の 声 が 耳 元 で し た 。 

  明 子 は 起 き 上 が ろ う と し た 。 し か し 、 体 は 動 か な か っ た 。 無 理 に 動 か そ う と

す る と 右 膝 に 激 痛 が 走 っ た 。 そ の う ち 明 子 の 意 識 は だ ん だ ん と 薄 れ て い っ た 。 

  

 明 子 は 病 院 で 目 を 覚 ま し た 。 目 の 前 に 心 配 そ う な 母 の 顔 が あ っ た 。 明 子 の 右

膝 に は ギ プ ス が し て あ っ た 。 膝 の 靱 帯 が 損 傷 し て い る と の こ と だ っ た 。 

  母 は 「 明 子 、 膝 だ け の 怪 我 で 良 か っ た ね 。 」 と 言 っ て 、 手 を 握 っ て く れ た 。 母

の 目 に は 今 に も こ ぼ れ そ う な 涙 が 瞳 の 中 で 揺 れ て い た 。 

  夕 方 に は 怪 我 の こ と を 心 配 し て 、 担 任 の 先 生 や ク ラ ス の 友 達 が 見 舞 い に 来 て

く れ た 。 し か し 、 明 子 は 「 会 い た く な い か ら 」 と 言 っ て 、 誰 と も 会 わ な か っ た 。

友 達 の 弘 美 と も 会 お う と し な か っ た 。 
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へへ  そそ  のの  緒緒  

 

明 子 は 、 そ の 日 の 放 課 後 、 図 書 室 か ら 帰 っ て き て 教 室 に 入 ろ う と し た 時 、 た

け し と 陽 子 そ れ に 牧 子 と 良 子 と 思 わ れ る 四 人 の 話 し 声 を 聞 い た 。 四 人 は 昼 休 み

に 練 習 し た 合 唱 コ ン ク ー ル に つ い て の 話 を し て い る よ う だ っ た 。 

 「 そ れ に し て も 、 明 子 、 ま っ た く 声 出 し て な い と 思 わ な い 。 」 

「 そ う だ よ 、 い つ も 口 開 け て 歌 っ て い る ふ り だ け し て さ 。 」 

「 あ い つ 、 い な く て も い い よ な 。 」 

  明 子 は 頭 に 血 が 上 っ て く る の を 感 じ た 。 そ し て 、 我 慢 で き ず 、 い き な り ガ ラ

ッ と 扉 を 開 け て 、 教 室 へ 入 っ た 。 

「 あ ！ 明 子 。 」 

驚 い た よ う な 、 そ れ で い て 何 も な か っ た よ う な ４ 人 の 顔 を 見 た 瞬 間 、 明 子 は 、

怒 り が 悲 し み に 変 わ る の を 感 じ た 。 明 子 は 次 の 言 葉 を 聞 か な い よ う に 、 急 い で

帰 り 支 度 を し 、 逃 げ る よ う に し て 教 室 を 出 た 。 「 あ い つ 、 い な く て も い い よ な 」

明 子 の 耳 に は 、 さ っ き の 四 人 の 声 が こ だ ま の よ う に 繰 り 返 さ れ た 。 

  明 子 が 二 階 の 踊 り 場 ま で 走 っ て き た そ の 瞬 間 、 明 子 は バ ラ ン ス を 失 い 、 の け

ぞ る よ う な 格 好 で 階 段 を 転 げ 落 ち て 行 っ た 。 

  す ぐ 後 を 追 い か け て 来 た 弘 美 の 「 キ ャ ー 」 と い う 甲 高 い 声 が 響 い た 。 

  明 子 は 救 急 車 の サ イ レ ン の 音 が 近 づ い て く る の を 感 じ て い た 。 

  「 明 子 、 し っ か り し て 、 大 丈 夫 ？ 」 と い う 弘 美 の 声 が 耳 元 で し た 。 

  明 子 は 起 き 上 が ろ う と し た 。 し か し 、 体 は 動 か な か っ た 。 無 理 に 動 か そ う と

す る と 右 膝 に 激 痛 が 走 っ た 。 そ の う ち 明 子 の 意 識 は だ ん だ ん と 薄 れ て い っ た 。 

  

 明 子 は 病 院 で 目 を 覚 ま し た 。 目 の 前 に 心 配 そ う な 母 の 顔 が あ っ た 。 明 子 の 右

膝 に は ギ プ ス が し て あ っ た 。 膝 の 靱 帯 が 損 傷 し て い る と の こ と だ っ た 。 

  母 は 「 明 子 、 膝 だ け の 怪 我 で 良 か っ た ね 。 」 と 言 っ て 、 手 を 握 っ て く れ た 。 母

の 目 に は 今 に も こ ぼ れ そ う な 涙 が 瞳 の 中 で 揺 れ て い た 。 

  夕 方 に は 怪 我 の こ と を 心 配 し て 、 担 任 の 先 生 や ク ラ ス の 友 達 が 見 舞 い に 来 て

く れ た 。 し か し 、 明 子 は 「 会 い た く な い か ら 」 と 言 っ て 、 誰 と も 会 わ な か っ た 。

友 達 の 弘 美 と も 会 お う と し な か っ た 。 

 

 

 

 

夜 、 一 人 に な っ た 明 子 は 、 昼 休 み の こ と を 思 い 出 し て い た 。 そ の 日 の 昼 休 み

は 、 合 唱 コ ン ク ー ル の た め の 音 楽 室 を 使 っ て の ク ラ ス 練 習 日 だ っ た 。 し か し 、

そ の 練 習 た る や ひ ど い で き だ っ た 。 指 揮 者 で あ り 責 任 者 で あ る た け し は 、 何 回

か 練 習 し た 後 に 「 こ ん な こ と で は 、 最 優 秀 ど こ ろ か 、 優 秀 賞 に も 手 が 届 か な い

よ 。 み ん な も っ と 気 持 ち を ひ き し め て く れ な き ゃ 困 る よ 。 」 と 、 言 葉 を 荒 ら げ た 。

伴 奏 者 の 陽 子 も た け し 以 上 に 怒 り を み ん な に ぶ つ け た 。 そ し て 、 そ の 矛 先 を 明

子 に 向 け た の だ っ た 。 「 明 子 、 も っ と ち ゃ ん と 声 出 し て よ 。 」 と 強 い 口 調 で 責 め

た 。 明 子 は 黙 っ て い た 。 す る と 、 み ん な は 明 子 が 黙 っ て い る こ と を い い こ と に 、

そ の 責 任 が 明 子 一 人 に あ る か の よ う に 次 々 と 明 子 に 非 難 を 浴 び せ た の だ っ た 。

弘 美 だ け は か ば っ て く れ た も の の 、 多 勢 に 無 勢 で 明 子 は 責 め ら れ っ ぱ な し に な

っ た 。 

  明 子 は 、 合 わ せ の 練 習 で は 、 ど う し て も 音 が と れ な い こ と を 自 分 で 知 っ て い

た の で 、 み ん な に 迷 惑 を か け な い よ う に と 、 い つ も 大 き く 口 だ け を 開 け 、 精 一

杯 の 表 情 を つ く る こ と で 一 緒 に 取 り 組 ん で い る つ も り だ っ た 。 「 そ れ な の に ・ ・ ・ 」

思 い 出 す た び に 、 く や し く て ベ ッ ド の 中 で 何 度 も 唇 を か み し め た 。 

  

 明 子 が 入 院 し て か ら す で に 三 ヶ 月 が 過 ぎ て い た 。 階 段 で の 怪 我 は 治 っ て い た

も の の 、 心 の 傷 が 残 っ て い る と い う こ と で 、 医 者 の す す め も あ り 、 入 院 が 続 い

て い た 。 

  あ の 日 以 来 、 明 子 に は 学 校 へ 行 こ う と い う 気 持 ち が な く な っ て い た 。 し か も

そ れ ば か り か 、 し だ い に 生 き て い る と い う こ と に も 疑 問 を も ち 始 め て い た 。 何

の た め に 生 き て い る の だ ろ う と 考 え る よ う に な っ た 。 そ う 考 え れ ば 考 え る ほ ど 、

生 き て い る こ と の 意 味 が わ か ら な く な っ た 。 そ し て 「 死 に た い 。 」 と い う 言 葉 を

口 走 る よ う に な っ た 。 そ れ か ら と い う も の 、 明 子 は 「 な ぜ 死 な せ て く れ な い の 。

私 な ん て い な く て た っ て い い 人 間 よ 。 い や 、 む し ろ い な い 方 が い い の 。 ど う し

て い つ ま で も 点 滴 な ど と い う よ け い な こ と を す る の よ 。 誰 も 頼 み も し な い の

に 。 」 と 、 母 に 当 た り 散 ら す よ う に な っ て い た 。 

  そ ん な あ る 日 の 午 後 、 弘 美 が 何 日 か ぶ り か で 見 舞 い に 行 く と 、 明 子 は 点 滴 を

拒 否 す る と い っ て 、 ダ ダ を こ ね 、 看 護 師 を 困 ら せ て い た 。 
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 「 明 子 ！ 」 

知 ら せ を 聞 い て 急 い で 戻 っ て き た 母 親 の 大 き な 声 が 病 室 に 響 い た 。 
「 明 子 、 あ な た を 生 ん だ の は 、 あ な た を 死 な す た め で は な い の よ 。 あ な た が ・ ・ ・ 。 」

途 切 れ 途 切 れ に 母 は 話 し た 。 

  そ し て 、 持 っ て き た 鞄 の 中 か ら 桐 の 箱 を 取 り 出 し た 。 

「 明 子 、 こ れ を 開 け て み な さ い 。 」 

と 言 っ た 。 明 子 は 言 わ れ る ま ま 、 そ の 桐 の 箱 の ふ た を 開 け た 。 中 に は 小 さ な 綿

の 包 み が 入 っ て い た 。 そ っ と そ の 包 み を 開 く と 、 茶 褐 色 に ひ か ら び た も の が 現

れ た 。 

 「 明 子 、 そ れ は ね 、 あ な た の 『 へ そ の 緒 』 よ 。 」 

母 は そ こ ま で 言 っ て 、 下 を 向 い た 。 

  父 は 母 の 様 子 を 見 て い た が 、 静 か に 病 室 を 出 る や 、 し ば ら く し て ラ ジ カ セ を

持 っ て 病 室 に 入 っ て き た 。 

「 明 子 、 こ の テ ー プ を 聞 き な さ い 。 こ れ は 母 さ ん が 明 子 を 産 ん だ と き の テ ー プ

だ 。 母 さ ん は ね 、 は じ め 、 お 医 者 さ ん か ら 『 赤 ち ゃ ん は あ き ら め て く だ さ い 。 』

と 言 わ れ た ん だ 。 そ の と き 、 母 さ ん は 『 絶 対 に 赤 ん 坊 を 産 む 。 』 と き か な か っ

た 。 そ し て 、 『 私 が 生 き た 証 に 、 そ の 瞬 間 を テ ー プ に と っ て お い て 欲 し い 。 』

と 頼 ん だ ん だ 。 」 

明 子 は 桐 の 箱 を 窓 際 の 棚 の 上 に 置 い て 、 テ ー プ を 聞 い た 。 テ ー プ は 、 ザ ザ ー

と い う 雑 音 を あ げ な が ら 回 っ た 。 「 ま さ え 、 ま さ え 」 と 母 を 元 気 づ け る 、 父 の 声

が 聞 こ え て き た 。 そ れ か ら 長 い 時 間 、 母 の 苦 し そ う な う め き 声 と 母 を 励 ま し 続

け る 父 の 声 が 続 い た 。 あ ま り の 苦 し そ う な 声 に 、 明 子 は 息 を の ん で 聞 き 入 っ て

い た 。 突 然 「 オ ギ ャ ー 、 オ ギ ャ ー 」 と い う 大 き な 泣 き 声 が 聞 こ え て き た 。 明 子

の こ の 世 に お け る 第 一 声 で あ っ た 。 「 ま さ え 、 よ く や っ た ！ 」 「 ま さ え さ ん 、 が

ん ば っ た ね ぇ 。 」 父 の 声 に 続 い て 、 「 と っ て も 元 気 な 女 の 子 よ 」 周 り の 看 護 師 さ

ん の 声 が 聞 こ え た 。 

  テ ー プ が 止 ま る と 、 父 さ ん は 静 か に 話 し 始 め た 。 

「 明 子 ご め ん な 。 最 初 、 お 母 さ ん が 明 子 を 身 ご も っ た 時 、 二 人 で 、 『 産 む の を や

め よ う 』 と 話 し 合 っ た ん だ 。 お 父 さ ん 、 事 業 で 失 敗 し て 、 す ご い 借 金 を 背 負

っ て し ま っ て 。 母 さ ん も 、 そ ん な 中 で 子 ど も を 育 て る 自 信 が な く て 。 そ れ で 、

先 生 に 『 産 む の を や め た い の で す が 。 』 と 頼 み に い っ た ん だ 。 し か し 、 先 生 は
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 「 明 子 ！ 」 

知 ら せ を 聞 い て 急 い で 戻 っ て き た 母 親 の 大 き な 声 が 病 室 に 響 い た 。 

「 明 子 、 あ な た を 生 ん だ の は 、 あ な た を 死 な す た め で は な い の よ 。 あ な た が ・ ・ ・ 。 」

途 切 れ 途 切 れ に 母 は 話 し た 。 

  そ し て 、 持 っ て き た 鞄 の 中 か ら 桐 の 箱 を 取 り 出 し た 。 

「 明 子 、 こ れ を 開 け て み な さ い 。 」 

と 言 っ た 。 明 子 は 言 わ れ る ま ま 、 そ の 桐 の 箱 の ふ た を 開 け た 。 中 に は 小 さ な 綿

の 包 み が 入 っ て い た 。 そ っ と そ の 包 み を 開 く と 、 茶 褐 色 に ひ か ら び た も の が 現

れ た 。 

 「 明 子 、 そ れ は ね 、 あ な た の 『 へ そ の 緒 』 よ 。 」 

母 は そ こ ま で 言 っ て 、 下 を 向 い た 。 

  父 は 母 の 様 子 を 見 て い た が 、 静 か に 病 室 を 出 る や 、 し ば ら く し て ラ ジ カ セ を

持 っ て 病 室 に 入 っ て き た 。 

「 明 子 、 こ の テ ー プ を 聞 き な さ い 。 こ れ は 母 さ ん が 明 子 を 産 ん だ と き の テ ー プ

だ 。 母 さ ん は ね 、 は じ め 、 お 医 者 さ ん か ら 『 赤 ち ゃ ん は あ き ら め て く だ さ い 。 』

と 言 わ れ た ん だ 。 そ の と き 、 母 さ ん は 『 絶 対 に 赤 ん 坊 を 産 む 。 』 と き か な か っ

た 。 そ し て 、 『 私 が 生 き た 証 に 、 そ の 瞬 間 を テ ー プ に と っ て お い て 欲 し い 。 』

と 頼 ん だ ん だ 。 」 

明 子 は 桐 の 箱 を 窓 際 の 棚 の 上 に 置 い て 、 テ ー プ を 聞 い た 。 テ ー プ は 、 ザ ザ ー

と い う 雑 音 を あ げ な が ら 回 っ た 。 「 ま さ え 、 ま さ え 」 と 母 を 元 気 づ け る 、 父 の 声

が 聞 こ え て き た 。 そ れ か ら 長 い 時 間 、 母 の 苦 し そ う な う め き 声 と 母 を 励 ま し 続

け る 父 の 声 が 続 い た 。 あ ま り の 苦 し そ う な 声 に 、 明 子 は 息 を の ん で 聞 き 入 っ て

い た 。 突 然 「 オ ギ ャ ー 、 オ ギ ャ ー 」 と い う 大 き な 泣 き 声 が 聞 こ え て き た 。 明 子

の こ の 世 に お け る 第 一 声 で あ っ た 。 「 ま さ え 、 よ く や っ た ！ 」 「 ま さ え さ ん 、 が

ん ば っ た ね ぇ 。 」 父 の 声 に 続 い て 、 「 と っ て も 元 気 な 女 の 子 よ 」 周 り の 看 護 師 さ

ん の 声 が 聞 こ え た 。 

  テ ー プ が 止 ま る と 、 父 さ ん は 静 か に 話 し 始 め た 。 

「 明 子 ご め ん な 。 最 初 、 お 母 さ ん が 明 子 を 身 ご も っ た 時 、 二 人 で 、 『 産 む の を や

め よ う 』 と 話 し 合 っ た ん だ 。 お 父 さ ん 、 事 業 で 失 敗 し て 、 す ご い 借 金 を 背 負

っ て し ま っ て 。 母 さ ん も 、 そ ん な 中 で 子 ど も を 育 て る 自 信 が な く て 。 そ れ で 、
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道徳科学習指導案（対象：小学校高学年） 
（生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものであることを理解し、生命を尊重すること。） 

１ 主題名 幸せに生きる（Ｄ 生命の尊さ）  教材名「生きていることが『幸せ』」 
２ ねらい 人とのつながりの中で生きていることをありがたいと思える気持ちが幸せに生きること

につながることに気付き、家族や友だちとつながる今を大切に思う態度を育てる。 
３ 学習過程 

児童の学習活動・予想される発言と教師の発問 教師の支援（目的＋方法） 
１ 教材を読んだ感想から本時学習の方向性をつかむ。 
 
 
 ・今、ここにいることが幸せとは、どういうことなの。 
・猿渡瞳さんの生き方ってどんな生き方なの。 

 

 

２ 猿渡さんの作文をもとに幸せについて明らかにする。 
（１）猿渡さんの作文で感動したところ見つける。 
 

 

・必ず勝ってみせると決意し…病気と闘ってきました。 
・病気と闘っている人たちが誰よりも一番輝いている。 
・亡くなった人の分まで精一杯生きていきます。 

（２）感動した理由を明らかにする。 
 
 
・私なら希望を無くしてしまうかもしれません。生きる

ために病気と闘う心の強さや前向きさを感じたから。 
・病気の中でも生きていること、家族といること、仲間

といることへの感謝の心をもっているから。 
（３）猿渡さんの生き方から「幸せ」を明らかにする。 

 
 
 
・当たり前の中に感謝の心をもって生きる。 
・身の回りにある多くの幸せを見つけて生きる。 
・幸せかどうかは自分の心のもち方によって決まる。 
 
 

３ 自分を振り返り、これからの生き方について考える。 
 
 
 

 ・勉強が面倒くさいと思っていたけれど、友達と一緒に

勉強できること自体が幸せなことなんだ。 
・毎日の給食を当たり前のように食べていたけれど、食

べられることに感謝できることが幸せなんだ。 

○本時学習の方向性をつかむために、

教材「生きていることが『幸せ』」

を読み、感想や疑問を板書する。 
 
 
 
 
 
○感動したことを明確にするために、

猿渡さんの作文を配付し、色鉛筆で

最も感動した部分に１つだけ線を

引くように指示する。 
 
 
○感動した理由を明らかにするため

に、感動の理由を詳しく書ける学習

ノートを準備し、理由を比べて考え

られるように補助発問をする。 
 
 
 
○「幸せ」について明らかにするため

に、できるだけ簡潔な言葉でまとめ

て学習プリントに書くよう指示を

する。 
 
 
 
 
 
○自分の今の生活の中の当たり前を

探し、今に幸せを感じる生き方につ

なぐために、学校生活の写真を提示

する。 

【自分を振り返る視点】 （例）多くの人とのつながりに感謝して幸せを感じる。 
（例）生きていることに心から感謝して幸せを感じる。 

生きていることが『幸せ』の話を読んで、どんな感想

や疑問をもちましたか。 

 

猿渡さんの作文の中で、最も心を動かされたのはどこ

ですか。作文に１つだけ線を引きましょう。 

あなたは、猿渡さんの作文の中で、なぜ、そこに心を

動かされたのですか。（理由を比べて気付くことは） 

瞳さんの生き方や考え方をもとに、今の自分の生活に

ある幸せを振り返ってみましょう。 

Point２ 

Point３ 

【問い】（例）猿渡さんの生き方から幸せについて考えよう。（例）幸せに生きるとは。 

猿渡さんが私たちに伝えようとしている「幸せに生き

る」とは、どういうことなのでしょうか。 

できるだけ短い言葉で書きましょう。 

Point１ 
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４ 準備 猿渡瞳さんの作文 
５ 板書 
  
 
 
   
   
   
  
 
  
 
 
 
 
６ 学習プリント 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 学習指導の Point 

（１）気付かせたいこと（ねらい）を明確にし、教材の活用を工夫します。 

   気付かせたいことは、人とのつながりの中で生きていることをありがたいと思える気持ちが幸せ

に生きることにつながることです。そのために、猿渡さんの作文教材を、①「感動部分を見つける」

②「感動した理由を比較しながら話し合う」、③「簡潔な言葉でまとめる」という、感動的な教材

の活用をしながら「幸せ」について児童が具体的に気付いていけるようにします。 

 

（２）教材に対する感想や疑問から、猿渡さんの生き方に対する関心をもたせます。 

   猿渡さんの生き方に関心をもたせるために、導入では私の作文を読み、感想や疑問を出させて整

理します。その後、猿渡さんの人物紹介をして作文を配付します。 
 
（３）日常生活における幸せに生きる姿を想起できるように支援する。 

   学んだことを自分の日常生活と結び付けて考えることが大切です。そこで、児童が頑張っている

こと、幸せや喜びを感じて取り組んでいることを想起できるように写真などの提示をします。 

Point１ 

Point２ 

Point３ 

①
感
動
し
た
と
こ
ろ
を
書
き
ま
す
。 

②
感
動
し
た
理
由
を
書
き
ま
す
。 

③
理
由
を
比
べ
な
が
ら
話
し
合
い
ま
す
。 
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生生 きき てて いい るる ここ とと がが 「「 幸幸 せせ 」」                  

 

「 ど ん な に 困 難

こ ん な ん

な か べ に ぶ つ か っ て 悩
な や

ん だ り 、 苦 し ん だ り し た と し て も 、 命 さ え あ

れ ば 、 必 ず 前 に 進 ん で い け る 。 」  

 こ の 言 葉 は 、 私 の 心 に と て も 大 き く ひ び き 、 そ し て 勇 気 づ け ら れ ま し た 。  

  

先 週 、 道 徳 の 学 習 で 、 猿 渡

さ る わ た り
 瞳

ひ と み

さ ん の 「 命 を 見 つ め て 」 と い う 作 文 を 読 み ま し

た 。 一 番 シ ョ ッ ク を 受 け た こ と 、 そ れ は 、 私 た ち と 同 じ く ら い の 年 れ い の 人 が 、 生

き る た め 、 た だ 生 き る た め に 、 一 生 け ん め い た た か っ て い る と い う 事 実 で す 。 そ し

て 、 今 生 き て い る こ と に 幸 せ を 感 じ 、 毎 日 を 大 切 に し て い る と い う こ と で す 。  

  

そ れ に 比 べ て 、 今 の 私 は ど う で し ょ う 。 こ の 前 、 お 姉 ち ゃ ん と 大 げ ん か に な り 、

本 気 で は な い に し て も 、 「 死 に た い 。 」 な ん て 考 え て し ま い ま し た 。 友 達 と け ん か

し た と き も 、 「 あ ん な 友 達 な ん て 、 い な け れ ば い い の に 。 」 と 思 い 、 今 自 分 が つ ら

い の を 人 の せ い に し て い ま し た 。 瞳 さ ん た ち か ら 見 た ら 、 本 当 に 小 さ な か べ で し か

な い 出 来 事 に 、 お ろ お ろ し て い ま し た 。  

  

そ ん な 私 に 、 瞳 さ ん は 大 切 な こ と を い く つ も 教 え て く れ ま し た 。 い つ も 友 達 と い

っ し ょ に い た り 、 楽 し く わ い わ い し た り し て い る こ と が 「 幸 せ 」 で は な く 、 友 だ ち

が い る こ と が 「 幸 せ 」 で あ る こ と 。 家 の 中 で 自 分 の 思 う 通 り に な る こ と が 「 幸 せ 」

で は な く 、 家 族 が い る こ と が 「 幸 せ 」 で あ る こ と 。 そ し て 、 自 分 が 今 、 こ こ に い る

こ と が 「 幸 せ 」 で あ る こ と 。  

 

 日 曜 日 、 家 族 で 食 事 に 出 か け ま し た 。 以 前 の 私 な ら 「 ど こ へ 行 く の か 」 だ け が 気

に な っ て い た の で す が 、 こ の 日 は そ ん な こ と よ り 、 「 こ う い う の っ て 幸 せ な の か な 。 」

と い う 気 持 ち に な り ま し た 。  

  

私 に は 、 瞳 さ ん の よ う な 強 い 生 き 方 は で き な い か も し れ な い け れ ど 、 私 の 周 り の

家 族 や 友 達 へ の 感 し ゃ の 気 持 ち 、 生 き て い る こ と へ の 感 し ゃ の 気 持 ち を 忘 れ ず に 生

き て い き た い で す 。  
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 日 曜 日 、 家 族 で 食 事 に 出 か け ま し た 。 以 前 の 私 な ら 「 ど こ へ 行 く の か 」 だ け が 気

に な っ て い た の で す が 、 こ の 日 は そ ん な こ と よ り 、 「 こ う い う の っ て 幸 せ な の か な 。 」

と い う 気 持 ち に な り ま し た 。  

  

私 に は 、 瞳 さ ん の よ う な 強 い 生 き 方 は で き な い か も し れ な い け れ ど 、 私 の 周 り の

家 族 や 友 達 へ の 感 し ゃ の 気 持 ち 、 生 き て い る こ と へ の 感 し ゃ の 気 持 ち を 忘 れ ず に 生

き て い き た い で す 。  
 
 
 
 
 
 
 

 
「 命 を 見 つ め て 」 猿 渡 瞳 

み な さ ん は 、 み な さ ん は 本 当 の 幸 せ っ て 何 だ と 思 い ま す か 。 実 は 、 幸 せ が 私 た ち の 一 番 身 近 に

あ る こ と を 病 気 に な っ た お か げ で 知 る こ と が で き ま し た 。 そ れ は 、 地 位 で も 、 名 よ で も 、 お 金 で

も な く 「 今 、 生 き て い る 」 と い う こ と な ん で す 。  

 私 は 、 小 学 六 年 生 の 時 に 骨 肉 し ゅ と い う 骨 の ガ ン が 発 見 さ れ 、 約 一 年 半 に 及 ぶ と う 病 生 活 を 送

り ま し た 。 こ の 時 、 医 者 に 、 「 病 気 に 負 け れ ば 命 が な い 。 」 と 言 わ れ 、 「 右 足 太 も も か ら 切 断 し な

け れ ば な ら な い 。 」 と き び し い せ ん こ く を 受 け ま し た 。 初 め は 、 と て も シ ョ ッ ク で し た が 、 必 ず

勝 っ て み せ る と 決 意 し 希 望 だ け を む ね に 真 っ 向 か ら 病 気 と た た か っ て き ま し た 。 そ の 結 果 、 病 気

に 打 ち 勝 ち 右 足 も 手 じ ゅ つ は し ま し た が 、 残 す こ と が で き た の で す 。  

 し か し 、 こ の と う 病 生 活 の 間 に 、 い っ し ょ に 病 気 と た た か っ て き た 十 五 人 の 大 切 な 仲 間 が 、 次

か ら 次 に 亡 く な っ て い き ま し た 。 小 さ な 赤 ち ゃ ん か ら お じ い ち ゃ ん や お ば あ ち ゃ ん ま で 、 年 れ い

や 病 気 も 様 々 で す 。 き び し い 治 り ょ う と あ ら ゆ る け ん さ の 連 続 で 心 も 体 も ボ ロ ボ ロ に な り な が

ら 、 私 達 は 生 き 続 け る た め に 必 死 に た た か っ て き ま し た 。 し か し 、 あ ま り に も 現 実 は き び し く 、

み ん な い っ し ゅ ん に し て な く な っ て い か れ 生 き 続 け る こ と が こ れ ほ ど に 困 難 で 、 こ れ ほ ど い だ い

な も の か と い う こ と を 思 い 知 ら さ れ ま し た 。 み ん な い つ の 日 か 、 元 気 に な っ て い る 自 分 を 思 い え

が き な が ら 、 ど ん な に 苦 し く て も 目 標 に 向 か っ て 明 る く 元 気 に が ん ば っ て い ま し た 。 そ れ な の に

生 き 続 け る こ と が で き な く て 、 ど れ ほ ど く や し か っ た こ と で し ょ う 。 私 が は っ き り 感 じ た の は 、

「 病 気 と た た か っ て い る 人 た ち が だ れ よ り も 一 番 か が や い て い た 」 と い う こ と で す 。 そ し て 健 康

な 体 で 学 校 に 通 っ た り 、 家 族 や 友 達 と あ た り 前 の 様 に 毎 日 を 過 ご せ た り と い う こ と が 、 ど れ ほ ど

幸 せ な こ と か と い う こ と で す 。 例 え 、 ど ん な に 困 難 な か べ に ぶ つ か っ て な や ん だ り 、 苦 し ん だ り

し た と し て も 、 命 さ え あ れ ば 必 ず 前 に 進 ん で い け る ん で す 。 生 き た く て も 生 き ら れ な か っ た た く

さ ん の 仲 間 が 命 を か け て 教 え て く れ た 大 切 な メ ッ セ ー ジ を 、 世 界 の 人 々 に 伝 え て ゆ く こ と が 私 の

使 命 だ と 思 っ て い ま す 。  

 今 の 世 の 中 、 人 と 人 と が 殺 し 合 う 戦 争 や 、 平 気 で 人 の 命 を う ば う 事 件 、 そ し て い じ め を 苦 に し

た 自 殺 等 、 悲 し い ニ ュ ー ス を 見 る 度 に い か り の 気 持 ち で い っ ぱ い に な り ま す 。 一 体 ど れ だ け の 人

が 、 そ れ ら の ニ ュ ー ス に 対 し て し ん け ん に 向 き 合 っ て い る の で し ょ う か 。 私 の 好 き な 詩 人 の 言 葉

の 中 に 『 今 の 社 会 の ほ と ん ど の 問 題 で 悪 に 対 し て 「 自 分 に は 関 係 な い 」 と 言 う 人 が 多 く な っ て い

る 。 自 分 の 身 に ふ り か か ら な い か ぎ り 見 て 見 ぬ ふ り を す る 。 そ れ が 実 は 、 悪 を お う え ん す る こ と

に な る 。 私 に は 関 係 な い と い う の は 楽 か も し れ な い が 、 一 番 人 間 を ダ メ に さ せ て い く 。 自 分 の 人

間 ら し さ が け ず ら れ ど ん ど ん 消 え て い っ て し ま う 。 そ れ を 自 覚 し な い と 悪 を 平 気 で ゆ る す 無 気 力

な 人 間 に な っ て し ま う 。 』 と 書 い て あ り ま し た 。 本 当 に そ の 通 り だ と 思 い ま す 。 ど ん な に 小 さ な

悪 に 対 し て も 、 決 し て ゆ る し て は い け な い の で す 。 そ こ か ら 悪 が エ ス カ レ ー ト し て い く の で す 。

今 の 現 実 が そ れ で す 。 命 を 軽 く 考 え て い る 人 達 に 、 病 気 と た た か っ て い る 人 達 の す が た を 見 て も

ら い た い で す 。 そ し て ど れ だ け 命 が と う と い か と い う こ と を 知 っ て も ら い た い で す 。 

 み な さ ん 、 私 達 人 間 は い つ ど う な る か な ん て 分 か ら な い ん で す 。 だ か ら こ そ 、 一 日 一 日 が と て

も 大 切 な ん で す 。 病 気 に な っ た お か げ で 生 き て い く 上 で 一 番 大 切 な こ と を 知 る こ と が で き ま し

た 。 今 で は 、 心 か ら 病 気 に 感 し ゃ し て い ま す 。 私 は 自 分 の 使 命 を 果 た す た め 、 亡 く な っ た み ん な

の 分 ま で せ い い っ ぱ い 生 き て い き ま す 。 み な さ ん も 生 き て い る こ と に 感 し ゃ し て く い の な い 人 生

を 送 っ て く だ さ い 。  
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道徳科学習指導案（対象：小学校中学年） 
（生命の尊さを知り、生命あるものを大切にすること） 

１ 主題名 守り支えられるいのち（Ｄ 生命の尊さ）  教材名「ありがとうのたん生日」 
２ ねらい 自分の生命は自分だけの生命ではなく、家族に守り支えられている大切な生命であること

に気付き、家族とのつながりを感じながら生命を大切にしようとする心情を育てる。 
３ 学習過程 

児童の学習活動・予想される発言と教師の発問 教師の支援（目的＋方法） 
１ 本時学習の方向性をつかむ。 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ 教材をもとに、自分のいのちについて明らかにする。 
（１）自分だけのいのちに関する考えを明らかにする。 
 
 
 ・ぼくが主役の誕生日なのに、何でいないんだよ。 
 ・お父さんはぼくのことなんかどうでもいいんだ。 

（２）家族に守り支えられている生命を明らかにする。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
・自分のいのちは家族が守ってくれたいのちなんだ。 
・自分のいのちは家族に支えられてきたいのちなんだ。 
・自分のいのちは家族とつながっているんだ。 
 
 

３ 自分を振り返り、これからの生き方について考える。 
 

 
・病気の時に、お母さんがずっとそばにいてくれた。 
・地域の方が、パトロールで守ってくださっている。 
・自分だけのいのちじゃないから大切にしていきたい。 

○「自分のいのち」に関する問いをも

たせるために、１つしかない自分の

生命のみを表しているイメージを

取り上げ、「自分のいのちは、本当

にこんないのちなのだろうか」と発

問する。 
 
 
 
 
 
○家族とのつながりを感じきれない

考えを明らかにするために、誕生日

に関する家族への不満が表れた行

為をもとに主人公の心情を問う発

問をする。 
○生命について考えを広げたり深め

たりするために、イメージとして描

いた「自分のいのち」と導入で描い

た「自分のいのち」を比較しながら

補助発問を行ったり、描いた児童と

別の児童の感じ方を引き出す意図

的指名をしたりする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○これまでの自分を振り返りやすく

するために、自分のいのちが守られ

たり、支えられたりしている例とし

て児童の日記や学校での写真を提

示する。 

おくりもの げんき こころ 

【自分を振り返る視点】 （例）自分のいのちは大切に守られているいのち。 

（例）自分のいのちは今も支えられているいのち。 

「自分のいのち」を学習プリントに描きましょう。 

「自分のいのち」のイメージはいろいろありますね。 

「自分のいのち」は、本当にこんないのちなのだろうか。 

玄関の戸をガシャンと強く閉めて出て行くみちおはど

んな気持ちでしょうか。 

お父さんからの手紙を読んだみちおは「自分のいのち」

をどんないのちだと感じたのでしょう。みちおが感じた

「自分のいのち」を学習プリントに描きましょう。 

「自分のいのち」なのに、なぜ、たくさんあるの。 

ここの丸や重なりはどんな感じがするかな。 

【深める補助発問→描いた児童とは別の児童に指名】 

自分のいのちが守られたり、支えられたりしていると

感じることを振り返ってみましょう。 

Point１ 

【問い】（例）自分のいのちはどんないのちだろう。（例）自分のいのちについて考えよう。 

Point２ 

Point３ 

− 12 −



道徳科学習指導案（対象：小学校中学年） 
（生命の尊さを知り、生命あるものを大切にすること） 
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・自分のいのちは家族とつながっているんだ。 
 
 

３ 自分を振り返り、これからの生き方について考える。 
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たせるために、１つしかない自分の

生命のみを表しているイメージを

取り上げ、「自分のいのちは、本当

にこんないのちなのだろうか」と発

問する。 
 
 
 
 
 
○家族とのつながりを感じきれない

考えを明らかにするために、誕生日

に関する家族への不満が表れた行

為をもとに主人公の心情を問う発

問をする。 
○生命について考えを広げたり深め

たりするために、イメージとして描

いた「自分のいのち」と導入で描い

た「自分のいのち」を比較しながら

補助発問を行ったり、描いた児童と

別の児童の感じ方を引き出す意図

的指名をしたりする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○これまでの自分を振り返りやすく

するために、自分のいのちが守られ

たり、支えられたりしている例とし

て児童の日記や学校での写真を提

示する。 

おくりもの げんき こころ 

【自分を振り返る視点】 （例）自分のいのちは大切に守られているいのち。 

（例）自分のいのちは今も支えられているいのち。 

「自分のいのち」を学習プリントに描きましょう。 

「自分のいのち」のイメージはいろいろありますね。 

「自分のいのち」は、本当にこんないのちなのだろうか。 

玄関の戸をガシャンと強く閉めて出て行くみちおはど

んな気持ちでしょうか。 

お父さんからの手紙を読んだみちおは「自分のいのち」

をどんないのちだと感じたのでしょう。みちおが感じた

「自分のいのち」を学習プリントに描きましょう。 

「自分のいのち」なのに、なぜ、たくさんあるの。 

ここの丸や重なりはどんな感じがするかな。 

【深める補助発問→描いた児童とは別の児童に指名】 

自分のいのちが守られたり、支えられたりしていると

感じることを振り返ってみましょう。 
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【問い】（例）自分のいのちはどんないのちだろう。（例）自分のいのちについて考えよう。 

Point２ 

Point３ 

４ 準備 学習プリント、クレヨン（色鉛筆） 
５ 板書 
 
 
  
 
  
 

 
  
 
 
 
  
 
６ 学習プリント 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 学習指導の Point 

（１）気付かせたいこと（ねらい）を明確にする。 

   気付かせたいことは、自分の生命は自分だけの生命ではなく、家族に守り支えられている大切な

生命であることです。家族に守り支えられている大切な生命であることは、２（２）の活動と補助

発問によって児童が具体的に気付いていけるようにします。 

 
（２）他者の「生命」のイメージを言語化する中で「生命」のとらえ方を広げ深めていく。 

   「生命」の捉え方は豊かな広がりや深まりが大切です。そこで、２（２）の活動で「自分のいの

ち」のイメージを描いた児童とは別の児童が説明することで新たな気付きを促します。 
 
（３）日常生活における「守られ支えられるいのち」を振り返りやすくする支援をする。 

   日常生活において「守り支えられている自分のいのち」を振り返ることは難しいことです。そこ

で、具体的に考えられるように振り返る前に児童の日記や学校生活の写真を提示します。 

Point１ 

Point２ 

Point３ 

導
入
段
階
で 

描
き
ま
す
。 

展
開
段
階
で 

描
き
ま
す
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ああ りり がが とと うう のの たた んん 生生 日日  

 

今 日 は み ち お の た ん 生 日 。 そ れ な の に お 父 さ ん は 急 な 仕 事 で 帰 っ て こ れ な い と い う の

で す 。 ゆ う べ か ら そ の こ と で へ そ を 曲 げ て い た の で し た 。  

 

「 み ち お 、 い っ て ら っ し ゃ い 。 」 

み ち お は 、 お 母 さ ん に へ ん じ も し ま せ ん 。 

「 車 に 気 を つ け る ん で す よ 。 」 

「 う る さ い な ぁ ・ ・ ・ 。 今 日 は 、 ぼ く が 生 ま れ た 、 ぼ く だ け の た ん 生 日 な の に 。 」 

「 お 父 さ ん も お 母 さ ん も わ か っ て な い よ 。 」 

み ち お は 、 わ ざ と げ ん か ん の 戸 を ガ シ ャ ン と 強 く し め て 出 て 行 き ま し た 。  

 

 学 校 で も 、 い い こ と は あ り ま せ ん で し た 。 算 数 の ノ ー ト は 忘 れ る し 、 い つ も の ド ッ ジ

ボ ー ル で は 、 け が を す る し ・ ・ ・ 「 お め で と う 。 」 っ て 言 っ て く れ た の は 、 親 友 の け ん た

だ け で し た 。  

 「 つ ま ん な い な ぁ ・ ・ ・ 。 」 

 

 学 校 か ら 帰 っ て も 、 み ち お の き げ ん は な お り ま せ ん 。 ご ち そ う を 作 っ て い る お 母 さ ん

の 横 に 来 て 、 し か め っ つ ら で 言 い ま し た 。 

「 あ ー あ 。 よ そ に 食 べ に 行 き た い よ 。 」 

「 お 父 さ ん が 帰 っ た 日 に 行 け ば い い で し ょ 。 」 

「 そ れ に 今 日 は 、 お じ い ち ゃ ん と お ば あ ち ゃ ん が 、 わ ざ わ ざ 、 来 て く だ さ っ た の よ 。 」 

 み ち お は 、 ド ン ド ン と 大 き な 足 音 を 立 て て 、 そ の ま ま 二 か い の 自 分 の へ や に 上 が っ て

行 っ て し ま い ま し た 。 

  

ふ と 見 る と 、 つ く え の 上 に 手 紙 が お い て あ り ま す 。 お 父 さ ん か ら で す 。  

き っ と 、 朝 の 出 が け に お い て 行 っ た の で し ょ う 。 み ち お は ふ う を 切 っ て 見 て み ま し た 。  
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手 紙 を 読 み 終 わ る と 、 み ち お は 、 自 分 が 小 さ い こ ろ か ら 今 ま で の し ゃ し ん を 一 ま い 一

ま い 見 な が ら 、 「 自 分 の い の ち 」 に つ い て あ ら た め て 考 え 始 め ま し た 。  

み ち お は 、 お 母 さ ん の と こ ろ へ と ん で 行 き ま し た 。 そ し て 、 う れ し そ う な 顔 で こ う 言

っ た の で す 。  

 「 お 母 さ ん 、 あ り が と う 。 ぼ く が 生 れ た 日 は 、 ぼ く だ け の た ん 生 日 じ ゃ な い ん だ ね 。 」 

み ち お 、 九 才 の た ん 生 日 お め で と う 。 早 い も の で 、 あ れ か ら 九 年 も た つ ん だ ね

ぇ 。 み ち お は 、 お 父 さ ん と お 母 さ ん が 長 い 間 、 ま っ て 、 ま っ て 、 ま ち つ づ け て 、

や っ と 生 ま れ て き た 子 な ん だ 。 
な か な か 赤 ち ゃ ん が で き な か っ た の で 、 び ょ う い ん に 行 っ た り 、 神 さ ま に お ね

が い に 行 っ た り 、 そ り ゃ あ が ん ば っ た ん だ 。 け っ こ ん し て 六 年 目 、 お 母 さ ん の お

な か の 中 に 新 し い 「 い の ち 」 を さ ず か っ た こ と を 知 っ た 時 は 、 そ り ゃ あ も う う れ

し く て 、 二 人 と も と び 上 が っ て よ ろ こ ん だ も の さ 。 そ れ か ら は 毎 日 、 お 母 さ ん の

お な か と に ら め っ こ だ 。 

 

い よ い よ 生 ま れ る っ て い う 時 、 た い へ ん な こ と が 起 き て し ま っ た ん だ 。 へ そ の

お が 赤 ち ゃ ん の 首 に ま き つ い て い て 、 お い し ゃ さ ん が 、 こ の ま ま じ ゃ 「 赤 ち ゃ ん

の い の ち も お 母 さ ん の い の ち も あ ぶ な い 。 」 っ て 言 う ん だ よ 。 お 父 さ ん は も う 、

た だ い の る こ と し か で き な か っ た 。 

み ち お の 声 を 聞 い た の は 、 八 時 間 も の 手 じ ゅ つ の 後 だ っ た 。 

｢ 赤 ち ゃ ん の い の ち も お 母 さ ん の い の ち も ぶ じ で す 。 男 の 子 で す よ 。 ｣ 

お い し ゃ さ ん の 言 ば に 、 お じ い ち ゃ ん は こ し を ぬ か す し 、 お ば あ ち ゃ ん は お い

お い な き 出 す し ・ ・ ・ お 父 さ ん か い ？ 

お い し ゃ さ ん に だ き つ い ち ゃ っ た ん だ 。 

 で も 、 そ れ か ら が た い へ ん だ っ た ん だ 。 し ば ら く は 、 お っ ぱ い を あ げ ら れ な く

て ね 。 そ れ で も お 母 さ ん の お っ ぱ い を あ げ た い っ て 、 毎 日 び ょ う い ん に 通 っ た ん

だ 。 

 そ う し て 、 は じ め て だ っ こ で き た 日 、 お 父 さ ん と お 母 さ ん は 、 声 を そ ろ え て 言

っ た ん だ よ 。 

 ｢ う ま れ て き て く れ て 、 あ り が と う 。 ｣ 

 

 あ れ か ら 十 年 、 今 で も 同 じ 気 持 ち だ よ 。 

 生 ま れ た 後 も 、 み ち お が び ょ う 気 を し た 時 は 、 み ん な で 心 ぱ い し て 、 な ん ど も

び ょ う い ん に 通 っ た ん だ ・ ・ ・ 。 

み ち お が 元 気 で い て く れ る こ と が 、 お 父 さ ん た ち の 何 よ り の し あ わ せ な ん だ 。 

 

 今 日 は や く そ く を ま も れ な く て す ま な か っ た な 。 お 母 さ ん に お ね が い し て る か

ら 、 ほ し い も の を お ね だ り す る と い い よ 。 

お 父 さ ん よ り 
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道徳科学習指導案（対象：小学校低学年） 
（生きることのすばらしさを知り、生命を大切にすること。） 

１ 主題名 心の中で生きる大切ないのち（Ｄ 生命の尊さ）  教材名「インコが しんだ」 
２ ねらい 自分の心の中で生き続ける生き物の生命の大切さに気付き、生きている証（動く、なく、

温かい、柔らかい等）を感じながら生命を大切にしようとする態度を育てる。 
３ 学習過程 

児童の学習活動・予想される発言と教師の発問 教師の支援（目的＋方法） 
１ 本時学習の方向性をつかむ。 
 
 
・毎日忘れずにご飯をあげ、散歩に行っている。 
・飼っていた金魚を死なせてしまって悲しかった。 

 

 
２ いのちを大切にすることについて明らかにする。 
（１）いのちがなくなる悲しさを明らかにする。 

 
  

 
・助けてあげられなくてごめんね。 

 ・こんなに冷たく、かたくなったハルくん。ごめんね。 

 ・今まで一緒にいてくれてありがとう。 

 ・優しく埋めてあげないとハル君が悲しむ。 

（２）生きていることを明らかにする。 
 

 
・ハルくんが元気に動いて飛んでいる姿。 
・ハルくんがえさを食べている姿。 
・ハルくんがチュンチュンないている姿。 

（３）自分の心の中で生きる命の大切さを明らかにする。 
 
 
・ぼくは、ハルくんの分まで元気に生きていくよ。 
・ぼくは、ハルくんのことはずっと忘れないよ。 
・ハルくんは、ぼくの心の中で生きているよ。 

 
 
 
３ 忘れられない生き物の姿を思い出す。 
 
 
 

・猫のタマがいつも私のベッドに潜ってきました。 
・餌をあげると金魚が口をパクパクしていました。 

・ウサギ小屋のウサギがフワフワして柔らかい。 

○学習の方向性をもたせるために、大

切にできた経験と大切にできなか

った経験を想起できるアンケート

を提示する。 
 
 
 
 
○飼っていたインコが死んで動かな

くなったことに対する悲しさとイ

ンコを大切に思う気持ちを明らか

にするために、模型のインコを土に

埋める動作をもとに具体的な気持

ちを尋ねる。 
 
 
○生きているインコの姿を具体的に

想像しやすくするために、生きてい

るインコの動画を提示する。 
 
 
 
○心の中で生きるいのちの大切さを

明らかにするために、きっと見てく

れているハルくんに対して話しか

ける想定場面を設定する。 
 
 
 
 
 
○生きている証や心の中で生き続け

る生きもののいのちを感じられる

ようにするために、学校で飼ってい

る身近な生き物の写真を例示する。 

【自分を振り返る視点】（例）生きものの いのちを 心の中で 大切にできる 自分。 
（例）心の中で 生きつづける いのち。忘れられない いのち。 

生き物のいのちを大切にできたことはありますか。 

大切にできなかったことはありますか。 

 

 

ぼくはどのようにして、ハルくんを土の中に埋めてい

るのでしょう。埋めている、今、どんな気持ちですか。 

両手でそっと埋めているのは、どうしてですか。 

ぼくは、ハルくんを埋めた後、ハルくんのどんな姿を思

い出しているのでしょう。 

「元気を出さないといけない」とつよく思ったぼくは、

ハルくんにどんなことを話しているでしょう。 

学校や家で見かけた忘れられない生き物の姿や生き物

のいのちを思い出してみましょう。 

【問い】 （例）生きものの いのちを たいせつにする 自分を 見つけよう。 
（例）生きものの いのちについて 考えよう。 

Point１ 

Point２ 

Point３ 
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１ 本時学習の方向性をつかむ。 
 
 
・毎日忘れずにご飯をあげ、散歩に行っている。 
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 ・優しく埋めてあげないとハル君が悲しむ。 

（２）生きていることを明らかにする。 
 

 
・ハルくんが元気に動いて飛んでいる姿。 
・ハルくんがえさを食べている姿。 
・ハルくんがチュンチュンないている姿。 

（３）自分の心の中で生きる命の大切さを明らかにする。 
 
 
・ぼくは、ハルくんの分まで元気に生きていくよ。 
・ぼくは、ハルくんのことはずっと忘れないよ。 
・ハルくんは、ぼくの心の中で生きているよ。 

 
 
 
３ 忘れられない生き物の姿を思い出す。 
 
 
 

・猫のタマがいつも私のベッドに潜ってきました。 
・餌をあげると金魚が口をパクパクしていました。 

・ウサギ小屋のウサギがフワフワして柔らかい。 

○学習の方向性をもたせるために、大

切にできた経験と大切にできなか

った経験を想起できるアンケート

を提示する。 
 
 
 
 
○飼っていたインコが死んで動かな

くなったことに対する悲しさとイ

ンコを大切に思う気持ちを明らか

にするために、模型のインコを土に

埋める動作をもとに具体的な気持

ちを尋ねる。 
 
 
○生きているインコの姿を具体的に

想像しやすくするために、生きてい

るインコの動画を提示する。 
 
 
 
○心の中で生きるいのちの大切さを

明らかにするために、きっと見てく

れているハルくんに対して話しか

ける想定場面を設定する。 
 
 
 
 
 
○生きている証や心の中で生き続け

る生きもののいのちを感じられる

ようにするために、学校で飼ってい

る身近な生き物の写真を例示する。 

【自分を振り返る視点】（例）生きものの いのちを 心の中で 大切にできる 自分。 
（例）心の中で 生きつづける いのち。忘れられない いのち。 

生き物のいのちを大切にできたことはありますか。 

大切にできなかったことはありますか。 

 

 

ぼくはどのようにして、ハルくんを土の中に埋めてい

るのでしょう。埋めている、今、どんな気持ちですか。 

両手でそっと埋めているのは、どうしてですか。 

ぼくは、ハルくんを埋めた後、ハルくんのどんな姿を思

い出しているのでしょう。 

「元気を出さないといけない」とつよく思ったぼくは、

ハルくんにどんなことを話しているでしょう。 

学校や家で見かけた忘れられない生き物の姿や生き物

のいのちを思い出してみましょう。 

【問い】 （例）生きものの いのちを たいせつにする 自分を 見つけよう。 
（例）生きものの いのちについて 考えよう。 

Point１ 

Point２ 

Point３ 

４ 準備 インコの模型、インコの動画 
５ 板書 
 
 
  
 
  
  
 
   
 
 
 

 
 
６ 学習プリント 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
７ 学習指導の Point 

（１）気付かせたいこと（ねらい）を明確にし、主人公に共感しながら気付かせる。 

   気付かせたいことは、自分の心の中で生き続ける生き物の生命の大切さです。２（３）の想定場

面でハルくんに話しかける主人公の気持ちを考えながら具体的に気付いていけるようにします。 

 
（２）具体的な動作をさせ、教師の問い返しで動作が表している気持ちを明らかにする。 

   動作化させることで、具体的な気持ちが動作に表れ、強い共感をもたせることができます。ハル

くんを埋める動作に対して、「今、どんなことを考えているの。」「なぜ、両手でそっと置いたの。」

「なぜ、手を合わせているの。」といった問い返しを大切にします。 
 
（３）身の回りの生き物の生きている姿や生き物のいのちを具体的に捉える支援をする 

   生きている生き物の姿をイメージしたり、忘れられない生き物のいのちを具体化したりするため

に、児童と関わりのある学校で飼っている生き物などの写真を提示します。 

Point１ 

Point２ 

Point３ 
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イ ン コ が  し ん だ     

 

 ｢ ピ ー  ピ ー 、 チ ュ ン  チ ュ ン 。 」  

と り が  な い て い る 。 き れ い な  こ え だ 。 な ま

え は 、 「 ハ ル 」 。 ぼ く の  い え の  イ ン コ 。  

  

い つ も 、 か ぞ く み ん な 、 「 か わ い い 、 か わ

い い 」 と  言 っ て い る 。 ハ ル く ん は 、 と く べ つ

な  と り 。 は ね の  い ろ が  ご し ょ く も あ る 。 ぼ

く が  三 さ い の  と き か ら  か っ て い る 。 ハ ル く

ん は 、 ち ょ っ と  年 よ り だ 。  

  

そ の 日 、 ハ ル く ん が  ち ょ っ と  お か し か っ

た 。 い つ も は  と ま り 木 に  い る  ハ ル く ん が 、

下 に  お り て い る 。 よ く  見 る と 、 か お や  は ね

や  お な か が  ふ く ら ん で い る 。 ど う し た ん だ

ろ う 。 ぼ く は 、 何 も す る こ と が  で き な か っ た 。

ぼ く は 、 す ご く  つ ら か っ た 。 お 父 さ ん と  お

母 さ ん も 、  

「 ど う す る こ と も  で き ん ね ・ ・ ・ 。 」  

と  言 っ た 。  

  

つ ぎ の  朝 、 ぼ く が  目 を  あ け る と 、 ハ ル く

ん は  う ご か な か っ た 。 な か な か っ た 。 ぼ く は 、

そ ん な  ハ ル く ん を  見 た く な か っ た 。  
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い つ も 、 か ぞ く み ん な 、 「 か わ い い 、 か わ

い い 」 と  言 っ て い る 。 ハ ル く ん は 、 と く べ つ

な  と り 。 は ね の  い ろ が  ご し ょ く も あ る 。 ぼ

く が  三 さ い の  と き か ら  か っ て い る 。 ハ ル く

ん は 、 ち ょ っ と  年 よ り だ 。  

  

そ の 日 、 ハ ル く ん が  ち ょ っ と  お か し か っ

た 。 い つ も は  と ま り 木 に  い る  ハ ル く ん が 、

下 に  お り て い る 。 よ く  見 る と 、 か お や  は ね

や  お な か が  ふ く ら ん で い る 。 ど う し た ん だ

ろ う 。 ぼ く は 、 何 も す る こ と が  で き な か っ た 。

ぼ く は 、 す ご く  つ ら か っ た 。 お 父 さ ん と  お

母 さ ん も 、  

「 ど う す る こ と も  で き ん ね ・ ・ ・ 。 」  

と  言 っ た 。  

  

つ ぎ の  朝 、 ぼ く が  目 を  あ け る と 、 ハ ル く

ん は  う ご か な か っ た 。 な か な か っ た 。 ぼ く は 、

そ ん な  ハ ル く ん を  見 た く な か っ た 。  

お 父 さ ん と  お 母 さ ん は 、  
「 か わ い そ う に ね 。 な に も  で き な く て  ご め

ん ね 。 」  

と  言 っ た 。  

  

ハ ル く ん を  さ く ら の  木 の 下 に  う め た 。 ハ

ル く ん は  す ご く  つ め た か っ た 。 そ し て 、 少

し  か た か っ た 。  

  

ぼ く は 、 ハ ル く ん と  い っ し ょ に  す ご し た  

ま い に ち を  思 い 出 し て い た 。 ハ ル く ん の  い

ろ い ろ な  す が た が  今 で も  わ す れ ら れ な い 。 

  

今 、 ハ ル く ん は  い な い 。 ぼ く は  ち ょ っ と  

さ び し い 。 で も 、 き っ と 、 ハ ル く ん は 、 ぼ く

の こ と を  空 か ら  見 て い る と  思 う 。 だ か ら

「 ハ ル く ん の  ぶ ん ま で 、 元 気 を  出 さ な い と  

い け な い 。 」 と  つ よ く  思 っ た 。  
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